
行 政 会 議 次 第 

令 和 ５年 １１月 ６日 

政 策 会 議 室 

各 執 務 室 

 

１ 開 会 

 

２ 市長 あいさつ 

 

３ 報 告 事 項 

 

   総 務 局  ・管理職特別研修の開催について 

               

   保 健 衛 生 局  ・さいたま市健康マイレージのリニューアルについて 

 

   福 祉 局  ・幹部職員対象の認知症サポーター養成講座の開催について 

 

   水 道 局  ・ラオス国水道公社との覚書の締結について 

 

４ そ の 他 

 

５ 閉 会 
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  令和５年１１月６日（月） 

行 政 会 議 発 言 要 旨 

 

◎市長あいさつ 

はじめに、昨日、９回目となる「２０２３ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」が開催されました。 

自転車競技界のスーパースターが集まる、世界最大の自転車レースであるツール・ド・フランスを、ここさい

たま市で、大勢の皆様にお楽しみいただくことができ、大変喜ばしく思います。 

サイクルフェスタやさいたまるしぇを含め、準備や当日の運営に従事した職員については、大規模イベントと

いうこともあり、苦労もあったことかと思います。特に、さいたまクリテリウムでは、所管局以外の各局区から４０

名を超える方々に応援職員として、御協力をいただきました。大きな事故なく無事に終えることができ、感謝申

し上げます。  

次に、先月２６日に、「第９回東日本連携・創生フォーラム」が開催されました。東日本地域の新幹線沿線自

治体等と都市間連携を協議する場ですが、今年度は、新たに北海道の小樽市、石川県の小松市が加わり、本

市を含め３０都市が参加しています。本市の将来都市像でもある「東日本の中枢都市」の実現につなげていく

よう、部門の垣根を越えて、東日本の各都市との連携に取り組んでいただきたいと思います。 

最後に、先月３０日、「ダイバーシティ -働き方が変われば、社会が変わる-」をテーマとして、幹部職員を対

象とした「トップアンドミドルマネジメントセミナー」が開催されました。人口減少に伴う職員数の減少が予想され

る中、ますます複雑・高度化する行政課題に対応していくためには、ダイバーシティな組織が必須です。特に

女性が活躍できる環境を整えていくことは喫緊の課題であり、私自身も含め、この場にいる皆さんにも多くの気

づきを得る機会になったと考えています。各局区においては、今回のセミナーを、今後の組織運営に生かして

いただくようお願いします。 

 

◎報告事項 

〔総務局〕 

●管理職特別研修の開催について（人材育成課） 

課長級・次長級職員を対象に、管理職として、職場における内部統制と、財政、契約について必要な知識と

技術を習得し、職場のマネジメント能力の強化を図ることを目的とした管理職特別研修を財政局の協力を得て

開催します。 

研修は、法務・コンプライアンス課、財政課、調達課、契約課の各課からの講演となります。日程・会場は、１

１月２１日、午前・午後の入替制により、職員研修センター講堂での開催を予定しています。御出席のほどよろ

しくお願いします。 

会場の都合により、各所属１名での出席をお願いしていますので、当日出席されない課長級職員に対して

は、職場において OJT による伝達講習等の実施も併せてお願いします。 

 

〔保健衛生局〕 

●さいたま市健康マイレージのリニューアルについて（保健衛生総務課） 

本事業は平成２８年から開始し今年で８年目を迎えますが、システムの老朽化等の課題に対応するため、シ

ステムのリニューアルを行うこととしました。 

新しい健康マイレージの本稼働開始日は令和５年１２月４日となります。また、本稼働に先駆けて１０月２７

日から事前登録を兼ねた試行稼働を開始し、区民まつりや参加登録説明会等で、市民に向けての周知を行っ

ているところです。 

新しい健康マイレージはスマートフォンアプリの機能を活用し、これまでより更に楽しみながら歩くことのでき

る機能を充実させています。 

なお、現行の健康マイレージは令和５年１２月２５日をもって終了し、それとともに活動量計での参加も廃止
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となります。 

職員の皆様におかれましても、本事業の周知に御協力いただくとともに、ぜひ積極的な御参加をお願いしま

す。 

 

〔福祉局〕 

●幹部職員対象の認知症サポーター養成講座の開催について（いきいき長寿推進課） 

  高齢化の進展に伴い、認知症は誰もが何らかの形でかかわる可能性のある身近な病気であり、市政のそ

れぞれの場面において、市職員として認知症の方やその家族と応対する機会が増加しております。そうした中

で、本年６月に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が成立しました。今後の認知症施策におけ

る「共生のまちづくり」を進める上で、部局横断的な庁内体制を図る必要があることから、市長、副市長をはじ

めとした、庁内の幹部職員の皆様を対象に、認知症への正しい理解と関心を高め、庁内の体制づくりを進めて

いきたいと考えています。 

令和６年３月１８日に「認知症サポーター養成講座」を開催しますので、御出席をお願いします。 

なお、研修終了後にオレンジリングをお配りしますので、９月の認知症月間での着用をお願いします。 

また先立って広く一般の職員を対象とした研修を令和５年１２月に予定していますので、出席について御配

慮くださるようお願いします。 

 

〔水道局〕 

●ラオス国水道公社との覚書の締結について（経営企画課） 

１１月１４日に、ラオス国において、さいたま市とラオス国水道公社との間で覚書を締結します。 

この覚書は、本市とラオス国における水道分野の発展と強化を目指すもので、現行の覚書が本年１２月に

有効期限を迎えることから、ラオス水道協会を通じた研修事業の全国展開などを新たに盛り込み、ラオス国の

３つの水道公社との間で、５年を期間として締結するものです。 

締結式出席のため、１１月１３日から１７日までの日程で、市長、議長、水道事業管理者等でラオス国を訪問

します。 

各局等におかれましては、当局の国際協力に対しまして、引き続き、御理解・御協力をお願いします。 

 

◎その他 

〔スポーツ文化局〕 

昨日開催されました「２０２３ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」につきましては、事前の開催周知など、

各局区の御協力で、大きな事故もなく無事に終了することができました。また、今年度は、職員の協力につきま

して、庁内から応援職員を募集しましたところ、多くの方に手を挙げていただき、大会の円滑な運営に御尽力

いただきました。大会結果等の詳細については、改めて「スポーツ文化イベント庁内推進会議」の場で御報告

させていただきますが、まずはこの場を借りて厚くお礼申し上げます。 

また、１０月７日から始まっております「さいたま国際芸術祭２０２３」への各局区からの職員派遣につきまし

ても、業務多忙のなか御協力いただき重ねて感謝申し上げます。１２月までの長丁場となりますが、引き続き

御協力くださいますようよろしくお願いします。 

 

◎次回の行政会議 

次回、令和５年度第９回は、１１月２７日（月）午前１０時です。 

 



令和５年度 第８回 行政会議

令和５年１１月６日（月）

●管理職特別研修の開催について

●さいたま市健康マイレージのリニューアルについて

●幹部職員対象の認知症サポーター養成講座の開催について

●ラオス国水道公社との覚書の締結について

●対象者：課長級・次長級職員のうち推薦された職員 約４００人［課相当の各所属から１名］
●日 程：令和５年１１月２１日（火） ［午前／午後］入替制
●会 場：さいたま市職員研修センター 講堂
※当日出席しない課長級職員に対し、各所属でOJTによる伝達講習等を実施してください

研 修 内 容：

【総務局】
「管理職特別研修」の開催について

管理職として、職場における内部統制と、財政、契約に関する内容
について必要な知識と技術を習得し、職場のマネジメント能力の強
化を図る。

研修のねらい：

内部統制について（法務・コンプライアンス課）
財政事務について（財政課）
業務委託契約について（調達課）
その他契約事務について（契約課）

【保健衛生局】さいたま市健康マイレージの
リニューアルについて

楽しみながら歩くことのできる機能を充実させています！

本稼働開始日
令和５年12月4日（月）

令和５年10月27日（金）から
事前登録及び試行稼働開始中

現行マイレージは
令和５年12月25日（月）をもって終了し
活動量計での参加も廃止します

参加登録説明会開催中

幹部職員対象の認知症サポーター養成講座の開催について

対象者 市長、副市長、各局区長など行政会議出席者 ほか 100名予定

場 所 ときわ会館５階大ホール

日 程
※行政会議開催日

修了認定 オレンジリングの交付（認知症サポーターの証）→9月の認知症月間に着用

講座内容

1回あたり90分程度の講座で、全国キャラバンメイト連絡協議会が作成する
テキストに基づく内容。
① 認知症への理解
② 認知症の方への接し方
③ 認知症サポーターにできること ほか
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講 師 さいたま市若年性認知症支援コーディネーター
認知症当事者（予定）

【福祉局】

令和６年３月18日(月) 午後３時から４時30分（90分）予定

研修の
目的

・「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」（令和５年６月16日公布）が成立
・認知症施策における「共生のまちづくり」を進める上で、部局横断的な庁内連携を図る必要がある
そのためには、幹部職員に認知症への正しい理解と関心を高め、庁内の体制づくりを進めていく

＜オレンジリング＞



【水道局】
ラオス国水道公社との覚書の締結について
〇水道分野の強化に向けた協力に関する覚書
◇訪問日程 令和5年11月13日(月)〜17日(金)
◇締結式 令和5年11月14日(火) 首都ビエンチャン
◇訪問者 市長・議長・水道事業管理者 他

◀前回の締結式の様子
(H28・さいたま市)

次回 令和５年度
第９回行政会議

令和５年１１月２７日（月）

午前１０時００分～


